










研究目的 

昨年にひきつづき症例数を増し,保因者診断法として,毛根使用の有用性を検討する。また

Haldane によれば新しい突然変異率は 1/3 となるが,Lesch-Nyhan 症候群の家系検索では突

然変異による男子患者の発生は期待値より,かなり低いことが報告されている。それで本症

の突然変異の実態についても考慮し研究をすすめた。 


